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市街地における道路上の横断歩行者を「明」で見せる道路照明を実現するため、理想のプロビ

ーム配光の決定とそれを具体化する灯具の実現を研究目的とし、歩道を含めた道路全体を均一に

明るくする配光とする一方、反対側からの車両や歩行者などにまぶしさを感じさせない配光とな

るプロビーム道路照明を研究開発する。 

１．研究の背景・目的 

 本研究では、道路照明基準を満たすプロビーム配光を持つ道路灯の具体化検討から、まぶしさ

を抑制しつつ道路空間全体の鉛直面照度を高くするプロトタイプを開発する。プロトタイプを設

置する道路環境は、横断歩行者事故分析で得られた結果を踏まえて、市街地における両側に歩道

のある往復 2 車線道路とした。世界的に、市街地におけるプロビーム配光の道路灯はこれまで検

討された調査研究はなく、プロビーム配光のメリットを活かしデメリットを最小限にする灯具を

一から開発する必要があった。 

 

２．研究内容 

 世界的に、市街地におけるプロビーム配光の道路灯はこれまで検討された調査研究はなく、プ

ロビーム配光のメリットを活かしデメリットを最小限にする灯具を一から開発する必要があっ

た。そこで、本研究では市街地に設置可能なプロトタイプを開発すべく、段階的な技術検討を３

年間に渡り行った。平成 28 年度にプロビーム配光の道路灯のメリットに関する効果検証を行い、

平成 29 年度には平成 28 年度の成果をベースにプロビーム配光の道路灯の光学的目標仕様とそれ

を実現するための光学設計を検討した。平成 30 年度の最終年には供用中の道路に設置可能となる

プロビーム配光を持つプロトタイプ道路を制作した。 

 

３．研究成果 

 プロトタイプの光学系は、平成 29 年度に開発した灯具と同様、特性の異なる３種類のレンズ（ビ

ーム角：狭角 8°、中角 16°、広角 28°）を用いることとし、これらのレンズを使用して配光が

これまでに検討してきたプロビームの理想的な配光案に近似するよう光学シミュレーションを利

用して光学設計を行った。プロトタイプを構成するユニット数とユニット個々の照射角（以降、

エイミング角という）は、光学シミュレーションを繰り返し行うことで明らかにした。プロトタ

イプは、8 ユニットで構成した。設計したプロトタイプの光学性能は、道路照明施設設置基準・

同解説の性能指標を満足することを確認した。試作したプロトタイプの灯具の外寸と写真を、図

1 に示す。 

 テスト走路にプロトタイプを設置することから、道路

空間の鉛直面照度を均質に高めることができ、ドライバ

から見たときの左右からの横断歩行者を早期に発見でき

ることを明らかにした。図 2 にデジタルカメラの画像を

用いた模擬歩行者の輝度分布を示す。図中に示した鉛直

面照度（高さ 0.8m）の数値は 3.2～38.6 lx となった。

過去の主観評価結果と鉛直面照度の結果を踏まえると路

側帯（右）に置いた視対象以外は「やや見えにくい」以

上の視認性評価となると言えた。ただし、路側帯（右）

など、対向車線側の鉛直面照度が低く、配光の改良の余

地が残った。 

 

図 1 プロトタイプの外観とサイズ 
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５．今後の展望 

 本研究ではプロビーム配光を持った道路灯のプロトタイプを開発し、その性能をテスト走路で

検証し、有効性を明らかにした。この灯具を市街地の横断歩行者事故が多い区間あるいは夜間の

乱横断が多い区間に設置し、鉛直面照度を高めた効果を検証する必要がある。 

 また、横断歩行者対策以外において期待される箇所として、交差点がある。交差点に進入する車

両から見たときの鉛直面照度が高くなる。横断歩道およびその周辺における歩行者との事故の抑

制に加え、追突事故などの車両間で発生する事故の抑制に貢献できる。ただし、本研究では交差

点の形状にマッチした配光は検討されていない。交差点に合わせたプロビーム配光を持った道路

灯具設計が今後必要となる。 

 

６．道路政策の質の向上への寄与 

 プロビーム道路灯を街路に設置することにより、夜間において昼間に近い視環境を提供できる

ようになる。このため、街路の夜間に多くなるドライバの右からの横断歩行者事故、追突事故、

交差点における歩行者事故などの減少に貢献することを期待できる。また、道路空間全体が明る

くなることから、街路周辺のネオンの影響を受け難くなり、安定した視環境を確保できる。自転

車および歩行者が街路を安心して利用できるようなる。 
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注１：路面輝度画像のスケールは 0.1～100(cd/m2)(青色のとき暗く、赤色のとき明るい） 
注２：上段：輝度(cd/m2）、下段：鉛直面照度（lx）(高さ 0.8m） 

図 2 デジタルカメラの画像を用いた模擬歩行者の輝度分布 
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